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経緯： 
・既設の焼却施設の更新に当たっては，徹底してごみの減量化を図った上で、それでも残ったご
みは、ごみ発電とバイオガス化を併用することにより、ごみの持つエネルギー回収の最大化と温
室効果ガス の削減を目指すものである。 
・平成3１年度以降に実施する「基幹改良事業」の中で、焼却処理施設の設備改修とバイオガス
化システムの新設が可能かどうかの検討を行う。 

システム概要： 
・既設の焼却施設の更新(500t/日)とバイオガス化施設(60t/日）の新設を同時に実施 
・「基幹改良事業」を実施する施設については，焼却施設700t/日(350t/日×2炉)、バイオガス
化システムの処理規模は50t/日(25t/日×2槽)を想定 
・ごみ収集区分は現在のまま、可燃ごみ収集 
・施設は機械選別、乾式メタン発酵 
・残渣は全量を焼却 

基本事項 
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建設中のバイオガス化システムフロー 
（乾式メタンコンバインドシステム） 

ごみ発生量 46万t/年  26年度末 

人口 147万人 

都市タイプ 大都市 

ごみ収集区分 可燃ごみ 

既存の方式 焼却処理 

ごみピット 選別装置 売電 

ごみピット 事業系 
一廃 

家庭系 
一廃 

売電 

発酵適合物 発生ガス 

選別残渣 
発酵残渣 

焼却残渣 

－ メタン発酵施設－ 

－焼却施設－ 

メタン発酵槽 

ストーカ炉 

発電機 

発電機 



現状及び今後の予定： 
・現在更新中の南部クリーンセンター第2工場でバイオガス化施設等を建設しており、平成31年 
 度に竣工予定である。バイオガス化施設については，本施設の運転状況を確認しながら、他施 
 設への展開を検討していく。 
・東北部クリーンセンターについては、敷地が狭いこと、市街化調整区域であること、周辺地元 
 との協議が整っていないこと等からコンパクトな施設の技術開発や法規制に関する整理が必要 

稼働
予定 

エネルギー利用： 
・発生するメタンガスは発電を実施し、FITを用いて売電 
 ⇒ 約9,000m3/日のバイオガスを回収し、最大1,000kWを発電 
・焼却施設では発電を実施し、FITを用いて売電 
 ⇒ 発電効率20％の高効率ごみ発電設備により最大14,000kＷを発電  
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